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四国大学デジタル創生館（仮称）等建設工事 施工者パートナー選定

公募型プロポーザル 審査要領

１．趣旨

学校法人四国大学（以下「法人」という。）は、四国大学デジタル創生館（仮称）等の建設に

あたり、設計段階から施工者が技術参画するよう、公募型プロポーザル方式により優先交渉権者

を選定する。

本要領は、優先交渉権者の選定にあたり、審査に必要な事項について定めるものとする。

２．審査委員会

優先交渉権者の選定は、四国大学デジタル創生館（仮称）等建設工事施工者パートナー選定公

募型プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）において行う。

（１）審査委員会は非公開で実施し、提出された技術提案（ＶＥ）並びにコスト縮減提案（ＣＤ）

を審査し、提出者からのプレゼンテーション及びヒアリングにより評価を行うものとする。

（２）審査委員会は、行政職員を含めた学識経験者、設計担当者、及び法人職員により構成し、別

に定める。

（３）審査委員長は、委員の互選により選任し、副委員長は委員長の指名とする。

３．参加資格の確認

本業務の事務局は、提出された事前登録書や参加表明書から実績・体制について適格性の確認

を行う。

４．技術提案等の評価

（１）プレゼンテーションの進め方は、実施要領第６に記載の方法を原則とする。

要領中の「技術提案書等に記載された文章、スケッチ等の範囲」での表現については、静止画

像を基本としつつも、施工図にＢＩＭ使用予定等の場合は動画イメージ紹介程度は可とする。

この場合、モニター及びＨＤＭＩケーブルは四国大学が準備する。パソコン及びデータは各

者が責任を持って動作確認も含め対応すること。

（２）ヒアリングは、１５分のプレゼンテーションとヒアリングで概ね５０分程度とし、入替・設

営を含め１者あたりの目安は１時間とする。

（３）算定各項目の評価は、各審査委員が下記基準で採点し、最後に審査委員会の合議により決定

する。

（４）留意事項

参考資料としてプレゼンテーション資料や各種パンフレットの当日配布を希望する場合は、

ヒアリング前日の１５時を目途に事務局に提示し、了解を得ること。

当日配布資料の提出部数は１０部とし、別途ＰＤＦデータを提出すること。

また、当日の事務的補助等のため必要がある場合は、実施要領第６(3) の人数外として１名

程度の入室は可能である。

５．優先交渉権者の選定及び公表

（１）優先交渉権者の選定

審査委員会では、提出者からのプレゼンテーション及びヒアリングにより、最も優れた提案

を行った者を優先交渉権者として選定する。

（２）優先交渉権者の扱い

本法人は、審査委員会の選定結果を受けて、優先交渉権者と基本協定及びパートナーシップ

協定を結び、事業を推進する。

（３）審査結果の公表

実施要領に則り通知し、翌週を目途に四国大学ホームページに公表する。



- 2 -

６．評価項目及び評価基準

【実績評価基準】

項 目 評価基準 得 点

会社概要 会社の規模・概要・有資格者技術者数及び本業務に 20

対する考え方。

会社の工事実績 2000年4月1日以降に竣工した国内の教育施設（アリ 20

ーナ（体育館）を含む）で概ね7,000㎡以上、また

はアリーナ（体育館）単体で概ね4,000㎡以上の新

築又は増築工事の設計（技術協力を含む。）若しく

は施工実績を有する。

提案方式（DB・ECI・RFI・RFP）（以下「提案方式」 20

という。）における技術協力業務を行った実績を有

する。

監理技術者、主任技術者の実績 2000年4月1日以降に竣工した国内の教育施設（アリ 5

ーナ（体育館）を含む）で概ね7,000㎡以上、また

はアリーナ（体育館）単体で概ね4,000㎡以上の新

築又は増築工事に、設計者（技術協力を含む。）、監

理技術者又は主任技術者として従事した実績を有す

る者を配置予定である。

提案方式における技術協力業務について、設計者（技 5

術協力を含む）、監理技術者又は主任技術者として

従事した実績を有する者を配置予定である。

計 70
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【評価基準】

項 目 評価のポイント 得 点

会社概要 【実績評価基準】による 20

実 会社の工事実績 40 70

績 監理技術者・主任技術者の 10

実績

【テーマ１】 ・開学に向けた工期遵守の体制の構築

技 工期に関すること ・品質確保の上での合理的施工方針 40

術 ・工期の遵守や縮減に寄与する自社独自技術の活用

提 等

案

【テーマ２】 ・建築総合、構造設計、設備設計に関する提案

基本設計案（現在案）に関 ・施設の維持管理や修繕を容易にするための提案 20

すること ・ランニングコスト低減化に向けた提案

等

90

【テーマ３】 ・県内事業者の活用方法

地域貢献に関すること ・県内事業者からの職人等人材の確保 20

・ランニングコスト低減化に向けた提案

等

【テーマ４】 ・企業の特徴、強み、付加提案など、本件への貢献

その他（自由提案） が期待できる提案や、更なる技術提案等があれば 10

記載

【コスト縮減】 ・現状での事業費の認識、縮減可能性の認識

コ VE/CD提案の全体像 ・VE/CDの提案方針（基本姿勢、考え方、提言等） 40 40

ス ・コスト縮減に向けたVE/CDへの積極性、実現性

ト 等

縮

減 【コスト縮減】 ※積極的なコスト縮減提案があれば、加点します。 加点要素

提 VE/CD提案採用後のコスト縮 （具体的な提案が対象です。）

案 減効果額 工事参考価格（実施要項）からの縮減提案額 0 0

縮減提示額が10％以上の場合、20点加点 ～ ～

0～10％の場合、直線補間で算定 (0～20) 20 20

計 200

0点

20点

10％縮減

●コスト縮減に対する加点のイメージ

（コスト縮減額）

（総得点の上限は200点 とする）


